The Basilica of St. Mary Magdalene in Vezelay and Romanesque Art by 並木 信明
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と中世ロマネスク美術
並 木 信 明＊
思えば，アメリカ文学とりわけウィリアム・フォークナーの研究者であ
る私が，中世ヨーロッパの建築と美術に対して現地調査までして熱を入れ
るようになったのは，最初は，なぜか私が担当することになった「キリス
ト教文化論」の講義の準備という大義のためであったが，実はそれ以上に，
私自身の心に潜む《失われた過去》や《廃墟》への癒しがたい好奇心のた
めでもあった，と最近気づくようになった。そして本来の専門である，過
去と記憶の作家ウィリアム・フォークナーを，研究対象と選んだ私の本質
と根の部分で交わり，しかもフォークナーの研究に大いに貢献することも
意識するようになった。
本稿では失われた過去である中世を探究する手がかりを求めて，ヴェズ
レーのサント・マドレーヌ教会という王権とローマ教皇とクリュニー修道
会の支援を背景に，サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路の起点と
して１２世紀に繁栄を極めながら，修道院の宝である聖女の遺骨を失って没
落し，宗教改革やフランス大革命など二度にわたって破壊されながら，１９
世紀半ばに大修復を受けて再興を遂げた教会とその彫刻を取り上げて，失
われた中世という過去を考察してみたい。
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１．中世という時代区分の意味
フランスの中世史家ジャック・ル＝ゴフが，歴史的事実はつねに歴史家
によって作られ，時代も歴史的事実以上に作られたものだ（ル＝ゴフ７０），
と言うとき，第一に彼の念頭にあったのは「中世」という時代区分だった
といえるだろう。「中世」を示すヨーロッパの言語は，フランス語のMoyen
Age，英語のMiddle Ages，スペイン語の Edad Media，ドイツ語のMittelal-
terといずれも「中間」という概念を示している。考えてみればこの名称
には暫定的な響きがあって，この時代の特質を熟考したうえでの命名とは
思われない。それに先行する時代に栄光があり，その時代には栄光がなく，
それ以後の時代の人がその次の時代こそ待ち望んでいた時代だ，という中
間の時代をやや軽視したニュアンスがある。
ル＝ゴフは，「中世」という言葉と概念は，１４世紀のペトラルカを始め
イタリアの人文主義者において現れ，「中間の時」medium tempus（複数
形media tempora）として使われ，それがやがてヨーロッパの各国語に影
響を及ぼしたと述べている（ル＝ゴフ７３―７４）。１４世紀の人文主義者が，４７６
年に始まり１４９２年に終わる時代を「中間の時」と呼んだとき，一方は「古
代」に対して，もう一方は「未来（＝近代）」に対していったのであり，
彼らはこのどっちつかずの名前のない時代から抜け出すことを信じていた。
栄光の古代から後退し，彼ら人文主義者たちはユダヤ教の学説に従って人
類は衰退の最後の段階にあると考え，未来の再生を，単なる古代の再生で
はない，古代に似ていながら異なる「ある時」の到来を信じそれに魅了さ
れたという。
中世のキリスト教徒にとっても再生は重要な意味を持っていた。古代は
キリスト教の基礎が築かれた時代であり，同時に神々の時代，非キリスト
教作家の，異教徒の，偶像崇拝の時代でもあった。しかし，古代はその後
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キリスト教に改宗されたので問題はなく，古代の作家たちは，ある意味で
キリスト教に関する来るべき啓示を予告している，と考えたのである。未
来に関わる再生の観念について中世のキリスト教徒は，「水と霊によって
生まれなければ，神の国に入ることはできない」（ヨハネ３：５）１という
イエスの教えに従い，精神的な再生を待ち望んだ。つまり人文主義者にとっ
ての再生は古代に比肩しうる時代の再生であったが，キリスト教徒にとっ
ては個人の魂の救済と再生に関わり，最後の審判という時の終わりを指し
示すもので，再生に関して両者は本質的に異なっていた。
「中間の時」が「中間の時代」となり，「中世」という用語が定着するの
は１７世紀後半であったが，１８世紀の啓蒙の世紀になると，輝かしい古代と
啓蒙思想の光に満ちた未来／近代とに挟まれた「暗黒時代」（Dark Ages）
とまで蔑視されるようになる。啓蒙思想家の未来と中世の人々の再生と結
びつく未来の観念との決定的な相違は，前者の未来観には進化／進歩の思
想が伴うのに対して，後者は最後の審判という終末思想と結びついていた
ことである。やがて歴史と進歩は同一視され，１９世紀において，歴史には
より良いもの，正しいものに向かう方向性が与えられたとル＝ゴフは述べ
ている（ル＝ゴフ７８―７９）。つまり中世には進化がなく，近代には進化と
結びついた未来があるというわけである。近代の進化思想に取り残された
「中間の時代」は，進化や進歩に行き詰ったり，進化思想に疑問が生じた
２０世紀以降見直されるようになった。しかし一方それはあまりに謎の多い
時代でもある。まずは歴史を探っていこう。
２．サント・マドレーヌ教会の歴史
ヴェズレーの修道院の歴史は，８５９年ヴィエンヌ伯ジラール・ド・ルシ
オンがヴェズレーの丘の麓を流れるキュール川の畔に，ベネディクト派の
女子修道院を建設したことに始まる。しかしノルマン人の侵略を受けて修
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道院は荒廃し，近隣のオータンから出向した男子修道僧の助力により再建
されるが，再度の侵略を受けて丘の上にベネディクト派の男子修道院が建
設され，８７８年に修道院教会が教皇ヨハネ８世によって献堂された。１１世
紀に聖女マドレーヌの遺骨をこの教会が所有しているという噂が広まり，
たちまち巡礼者を集めるようになった。１１０４年に修道院長アルトーによっ
てサント・マドレーヌに捧げられた新教会（サント・マドレーヌ教会）が
完成する（池田２３）２。
中世キリスト教社会を論じるときに欠かせないのが聖地巡礼である。当
時ローマ教皇に支持され人気を博した３大聖地は，エルサレム，ローマそ
してスペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラであった。フランスか
らサンティアゴ・デ・コンポステーラに向かうルートには，主として北部
オルレアン，中部ヴェズレー，南東部ル・ピュイそして地中海沿岸のアル
ルなどを起点とする４本があり，そのルート沿いには巡礼者が参拝し，宿
泊する教会や修道院が整備された。筆者が２０１０年３月から１年間在外研究
でリヨンを拠点に現地調査したのが，フランスを起点とするこのサンティ
アゴ・デ・コンポステーラの４本の巡礼路であった。そこで判明したのが，
かつての巡礼路として点在した教会や修道院教会の多くが，ゴシック様式
などその後の建築様式に変わって原型をほとんど留めなくなってしまった，
という事実であった。
その中で，かつては繁栄を誇りながら没落した歴史を持つヴェズレーは
１９世紀での再建という手続きを経たとはいえ，当時を偲べる貴重な建築物
である。中世の巡礼案内として有名な『サンティアゴ巡礼案内』（１１３０年
頃）に記載されたヴェズレーの教会の解説は以下のようなものであった。
サン・レオナールを通ってサンティヤゴに向かう道筋では，巡礼者たち
は，聖女マリ・マドレーヌの聖なる遺体を，当然のことながら，まず最初
に拝さねばならない。…その遺骨は，今も尊き墓所に眠っている。その場
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所に，壮大で華麗な聖堂と修道院が建設された。そこではこの聖女の愛ゆ
えに，さまざまな罪が，神によって罪人たちに対し赦される。盲人には光
が戻り，足の不自由なものは立ち上がり，悪魔に取りつかれた者は解き放
たれ，えも言われぬ恵みの数々が大勢の信者たちに与えられる（池田２３）。
このように称賛されたサント・マドレーヌ―すなわち聖マグダラのマリ
ア―であるが，後述するように教会の彫刻などでは彼女をテーマにしたも
のはほとんどない。聖マグダラのマリアは巡礼者を多く集めたが，一方，
この教会が歴史的な意義を持つのは十字軍遠征との深い関係である。教会
は十字軍精神の直接の源であったのであり，サント・マドレーヌ教会自体
聖ベルナールによる第２次十字軍遠征を促す熱烈な説教が，国王ルイ７世
の臨席する数万の民衆の面前で行われた場所でもあった。そもそも第１次
十字軍編成の動因となった，フランス出身でクリュニー修道会員教皇ウル
バヌス２世が，１０９５年１１月２８日に大司教，司教，修道院長，領主，そして
騎士に向かって聖地奪還を訴える演説をした公会議が行われたのは，ヴェ
ズレーの二百数十キロ南に位置するクレルモンフェランであった（ガク
ソット１６０）。そして１１９０年にはフィリップ尊厳王とリチャード獅子心王
がここで待ち合わせて第３次十字軍に出発しており，これらの十字軍との
関わりは，教会の彫刻にも影響を及ぼしている。
すでに述べたように，「１２世紀のヴェズレーは，クリュニー修道院，ロ
ーマ教皇，フランス王権と深く結ばれていた」（池田２４）のである。サン
ティアゴ巡礼路の起点として，また聖マグダラのマリア信仰に支えられて
１２世紀から１３世紀半ばにかけてヴェズレーは大いに繁栄したが，１３世紀の
末期に教皇クレメント４世が南仏のサン・マキシマンで聖マグダラのマリ
アの真の遺骨が発見されたと認定し，それ以降巡礼者は激減してしまう。
その後１６世紀の「宗教改革」での宗教戦争や１８世紀末の「大革命」などに
より，サント・マドレーヌ教会は修道院とともに荒廃してしまう。
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１９世紀半ばに，荒れ果てたサント・マドレーヌ教会の修復を手がけたの
が，１８３４年に歴史記念物監査官となった官吏で作家のプロスペル・メリメ
（１８０３―１８７０）であり，彼を支えた建築の若き天才のウジェーヌ・エマニュ
エル・ヴィオレ・ル・デュック（１８１４―１８７９）であった。１８４０年にヴェズ
レーに派遣されて以来，ヴィオレ・ル・デュックはこの教会の修復に２０年
近い歳月を費やした。身廊部の天井はロマネスク式に再建され，内陣や周
歩廊そして飛梁なども修復された。１８５０年には，サント・マドレーヌ教会
のロマネスク芸術の粋ともいえるナルテックス（玄関の間）のタンパン
（tympan）や身廊部の柱頭彫刻が修復され，また損傷したオリジナルの複
製品に置き換えられたりした。ヴィオレ・ル・デュックの修復や復元には
時代考証が十分ではないなどという批判も浴びせられたりもしたが，現在
では一定の評価を得ている。彼を始め１９世紀の修復作業は，レーモン・ウ
ルセルの言う通り，「１９世紀のこの内装工事を一様に不当だとする現在の
見解は，必ずしも当を得たものとはいえない」のである（ウルセル『ロマ
ネスク』６１）。
３．サント・マドレーヌ教会のナルテックスのタンパン
サント・マドレーヌ教会を数あるフランス・ロマネスク教会の芸術の中
でも際立たせているのは，ナルテックスの中の三つの扉口の上部を飾るタ
ンパンの彫刻であり，とりわけ中央部の彫刻群の謎に包まれたキリスト教
的表象の完成度である。ロマネスクに続くゴシック様式の時代にはタンパ
ンの表象の形式がほとんど頂点に達するが，そのほとんどが荘厳のキリス
ト，最後の審判のキリスト，聖母マリアの天国での戴冠などのパターンに
分類される。同時代の１２世紀に建設されたヴェズレー周辺の修道院教会を
見ても，オータンのサン・ラザール聖堂（図１）やコンクのサント・フォ
ワ修道院教会（図２）も最後の審判の図を西扉口に掲げている。その構図
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図１ オータン，サン・ラザール聖堂
図２ コンク，サント・フォワ修道院教会
図３ 平面図
50 専修人文論集１０２号
の特徴を述べると中央に荘厳のキリストがマンドルラに座し，その右手に
天国に入る使徒や聖人らがいて，キリストの左手には地獄で拷問を受ける
人の図があるというものである。最下部には墓からよみがえった人々が描
かれる。
これらのタンパンは一枚だが，図３のようにサント・マドレーヌ教会で
はナルテックスの３つの扉口それぞれにあり，向かって右は聖母の受胎告
知・イエスの誕生・三博士の礼拝などの物語をコマ割りで埋め込んだ半円
図４
図５
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図の彫刻で（図４），左手には復活したイエスが弟子の前に現れる物語の
半円図の彫刻（図５）であるのに対して，中央の半円図（図６）の彫刻は
正面を向き膝を自分の左側に折り曲げて，両手を広げる巨大なイエス・キ
リスト像を中心に左右の手の下や区切りのある半円のスペースや足元のま
ぐさ石などに人物像を配した複雑な構成の彫刻となっている。さらに外の
半円には不思議な人物や生き物などを描いた２４もの彫刻群がある。
この彫刻の意味を初めて解読したのはエミール・マール（Emile Mâle，
１８６２―１９５４）である。
エミール・マールはロマネスク教会のタンパンが中世の人々の自然誌の
表象となっていることを指摘したのちに，ヴェズレーのサント・マドレー
ヌ教会のタンパンの素晴らしさと謎についてこう述べている。
しかし，１２世紀のブルゴーニュの芸術家の思い描いた世界のこうした縮
図の中で，ヴェズレーの堂々たる扉口に見られるタンパンほどに素晴らし
いものは他にない。いかなる作品も美術史家にとってこれほど謎であった
ものはないし，またこれほどさまざまに解釈されてきたものもない。ある
図６ ヴェズレー，聖マドレーヌ教会ナルテックス中央タンパン
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人はそこに聖ベルナールが説いた十字軍の思い出を見た。またある人は『黙
示録』の７つの教会の表現を，また他の人は旧約聖書の人物たちによって
予示されているキリスト教会を見た（マール下１４８）。
中央のタンパンの構成は，中央のマンドルラを背景に膝を少し曲げて両
手を広げた巨大なイエス・キリストがすべてを支配するかのように存在し，
その両側に１２人の使徒が見上げるように集い，さらにタンパンを取り囲む
８つの区画（コンパートメント）（図７の３～１０）には２名から６名の人
物像が計２６名描かれ，タンパンを支える下部まぐさ石（ラントー）（図７
の１１，１２）では伝説的な人々などが両側に分かれて彫られ，そしてタンパ
ンの外周（ヴシュール）（図７の１５～４３）には黄道１２宮の図像表現と月々
の労働が描かれるというものである。
この複雑な彫刻群のポイントとしてエミール・マールが注目したのはイ
エスの両手から発せられる光線の描写である。イエスの手を見ると確かに
左右に光の束のようなものが伸びていて，左手は手首から先が欠けている
が，左右とも端の人物は光を感じイエスの方を見ているように見える（図
８は左手）。この光線のように見えるものは，「使徒行伝／使徒言行録」（２：
１―１３）に示されているように，イエスの死後集まっていた使徒に天から
図７ 聖マドレーヌ教会の中央タンパンの構成図
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図８ イエスの右手から発せられた光線
図９ エル・グレコ「ペンテコステ」（１６００）
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注がれた聖霊であり，すなわち「聖霊降臨」の場面だとエミール・マール
は主張する（マール下１４８）。聖霊降臨の図はエル・グレコの絵（図９）に
あるように絵画的表現では見られるがロマネスク彫刻としては希少であ
る３。エミール・マールはヴェズレーの母修道院であったクリュニー大修
道院がかつて所蔵していた写本挿絵に「聖霊降臨」の図があることを突き
止め，その後のタンパン解釈に大きな影響を及ぼした。
そう解釈すると聖霊を授かった使徒たちが驚き，興奮して，議論し，「使
徒行伝」にあるように本来は知っているはずのない他民族の言語を突然話
し始めているように見える。上部のコンパートメントや下部のラントーに
は奇妙な人々の変わったしぐさが見られるが，これは聖霊の力を借りて使
徒が異民族に伝道に行く，あるいは行った人々の反応や驚きを示している
とエミール・マールは解釈する（マール下１５１）。
「使徒行伝」にはイエスが復活して弟子たちの前に現れたのち昇天し，
五旬節の日が来て皆が集まっているときに突然聖霊が下る様子が，次のよ
うに記述されている。
五旬節の日がきて，みんなの者が一緒に集まっていると，突然，激しい
風が吹いてきたような音が天から起ってきて，一同がすわっていた家いっ
ぱいに響きわたった。
また，舌のようなものが，炎のように分れて現れ，ひとりびとりの上に
とどまった。
すると，一同は聖霊に満たされ，御霊が語らせるままに，いろいろの他
国の言葉で語り出した。（使徒行伝２：１―３）
そして昇天する前にイエスが「聖霊があなたがたにくだる時，あなたが
たは力を受けて，エルサレム，ユダヤとサマリヤの全土，さらに地のはて
まで，わたしの証人となるであろう」（使徒行伝１：８）という言葉に従っ
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て彼らは伝道に向かったのである。このタンパンのコンパートメントとラ
ントーの図像には当時の東方の人々や地上の果ての人々までもが描かれて
いる。このコンパートメントの図像については，主にエミール・マールと
フランシス・サレの研究に基づいて解釈する池田の分析を使って考察して
いく。図７の３（図１０下）の人物はペンを持って書いていることから福音
図１０
図１１
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を書く使徒である。二番目図７の４（図１０上）は手が突然萎えてしまった
男性とそれに驚きイエスの方を指さす若者の像で，これは主の言葉を受け
入れずに手が萎えた旧約のユダヤの王ヤラベアム（Jeroboam）を指して
いてつまりユダヤ人である（列王紀上１３：１―４）。図７の５（図１１）では
右の二人の背中が一体化しており，古代においてカッパドキア出身のシャ
ム兄弟が見世物となったことがあり，カッパドキア人を示しているが，図
１０上の腕の萎えた王と同様にイエスに治癒される存在である。図７の６（図
１２）では腕を痛めた若者とそれを診る医者の組み合わせがあり，医学に秀
でたアラブ人の表象となっている。この枠で気になるのは右の犬の頭をし
た二人であるが，彼らはプリニウスの『博物誌』やイシドルスの『語源学』
で記述されたインドに住むキュノケパロイという種族で，そのうちの一人
図１２
図１３
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は首の痛みの治療に驚いていて，当時の地の果てにあったインド人の表象
となっている４。図７の７（図１３左）では右の男女は豚のような鼻をして
おり，プリニウスやイシドルスに豚の鼻を持つ人間とされたエチオピア人
と考えられる５。次の図７の８（図１３右）はサレによればトロイア王プリ
アモスとその息子たちが戦いに行く場面となり，フリギア人の表象である。
図７の９（図１４上）はビザンツ兵と蛮族が言い争っており，ビザンツ人の
表象である。最後の図７の１０（図１４下）はその高下駄状の履物からアルメ
ニア人と考えられる。
エミール・マールはずっと以前からオリエント芸術では異教の民が「聖
霊降臨」の場面と結びつけられていたと指摘する（マール下１４９）。９世
紀の写本挿絵にその例があり。その写本には「聖霊降臨」図の下にそれぞ
れ異なった民族に福音を説く１２使徒が描かれており，「聖霊降臨」とすべ
図１４
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ての民族を結びつける着想は６世紀にさかのぼることができるとし，「ヴェ
ズレーの彫刻家が『聖霊降臨』のタンパンのまわりに配置した人物たちが，
地上のさまざまな民族を示していることは今や確かである」と述べる（マ
ール下１５１）。同時に，エミール・マールはこうした着想がビザンティン
芸術に由来するものであっても，細部の躍動感はヴェズレーの彫刻家に固
有のものだということを付け加える。コンパートメントの人物たちが，自
分の足を見たり，腕を見せて相手を驚かせたり，奇妙な動作をしているな
どの謎については，使徒たちが病や身体的障害を癒す奇跡や驚異によって
キリスト教信仰に帰依させた，というオータンのホノリウスの説教を援用
して解明している（マール下１５１）。
さらにラントーにも地上の様々な民族が描かれており，左側に描かれる
のは弓矢を持つ人物の行列でさまざまな捧げものを手で持ち，供儀の牡牛
を引き連れて中央に向かう地の果てから来た未開人たちで，右側には巨大
な耳を持つスキタイ人やはしごを使って馬に乗ろうとするピグミー，巨人
図１５
図１６
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など空想的な民族誌が展開されていて６，彼らも中央の背の高い二人の立
像，すなわちペトロとパウロの方に向かっているとする（図１５，１６）。
タンパンの中央柱には大きな洗礼者ヨハネの立像があり，訪れる人々は
洗礼を受けずに教会に入ることができないことを示している。
タンパンの外周には左側から２９個の円形の枠があり，黄道１２宮と１２カ月
の労働のイメージが交互に続いている。本来なら２４個で足りるはずだが，５
月と１２月のイメージが２つずつあることと，最上部に３つ，犬と軽業師と
人魚のイメージが加えられたために２９となっている。左下から上に上り右
下に降りる円周は，冬から春，夏，秋を経て冬に戻る円環的時間を示して
いる。池田の言う通り，この外周は使徒たちや諸国の民を刻む地理的な空
間を取り囲んでおり，毎年繰り返す円環的時間を象徴し，その中心にキリ
ストが存在し，空間だけでなく時間の支配者であって，民衆の生きる円環
的な時間ばかりでなく，天地創造に始まり最後の審判で終わる直進的な時
間をも司っていることを示している（池田３７―３８）。
しかしそのような解釈に加えて興味深いのは黄道１２宮のイメージに対応
する各月の生活・労働の具体的な表象である。紙面の都合上，生活を描い
図１７ 図１８
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た浮彫を見てみよう。まず乙女が壺の水を流す姿の宝瓶宮／水瓶座（１・
２月）で始まり，パンを切る男（図１７）や暖を取り服を着替える男たちの
姿（図１８）は労働のない冬を表している。二匹の魚の双魚宮（２・３月）
のブドウの剪定から一年の労働が始まる（図１９）。白羊宮（３・４月）で
は農夫が若芽を山羊に食べさせている（図２０）。金牛宮（４・５月）では
盾を持つ兵士と春に浮かれる男の姿があり，戦いの始まりと春の活気が描
かれる。組み合う男の双子宮（５・６月）では農夫が畑に鋤を入れている
図１９ 図２０
図２１ 図２２
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（図２１）。エビのような格好の巨蟹宮（６・７月）の後に二匹の犬，頭を反
り返らせる曲芸師，人魚のイメージが続き，獅子がいる獅子宮（７・８月）
では再び労働のイメージとなり麦を収穫する農夫が描かれる（図２２）。処
図２３
図２４
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女マリアの処女宮（８・９月）では麦を脱穀し貯蔵する労働となる。天秤
を持つ男の天秤宮（９・１０月）はブドウの収穫の時である（図２３）。まる
で蚤の怪物のような天蝎宮（１０・１１月）では塩漬け肉やソーセージを作る
ために豚が屠殺される。弓を引くケンタウロスの人馬宮（１１・１２月）では
男が老婆を背負っているが彼女は過ぎゆく年の象徴である（図２４）。最後
の磨羯宮／山羊座（１２・１月）ではワインのカップを持つ男（図２５）で終
わっているが，その後は再び左下のパンを切る男の図につながっているの
だろう。このように１年間の暦と労働と生活がすべて彫刻のイメージで描
かれていて，文字を読めない中世の民衆に具体的に一年の暦と生活を示す
内容となっている。
４．ナルテックスの両側のタンパンと洗礼者ヨハネ
ナルテックスから身廊への３つの扉口には中央のタンパンの他に右手
（南扉口）と左手（北扉口）の入り口の上部にそれぞれイエスの誕生と復
活のイメージがある。まず南扉口の降誕の場面（図４）から見てみよう。
図２５
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フランスのキリスト教美術の起源を古代オリエントに定めるエミール・マ
ールは，３２６年にエルサレムでイエスの聖墳墓と真の十字架の二つが発見
され，コンスタンティヌス帝がそれらを記念してそのゴルゴダの丘に聖墳
墓教会を建設し，さらにベツレヘムやナザレにバシリカ式の教会を建てた
結果ヨーロッパから巡礼が訪れるようになった影響を重視する。イタリア
北部の町モンツァに残された，当時の巡礼が持ち帰った香油壺の周りに飾
られた，「マギ（３博士）の礼拝」，「受胎告知」，「エリザベツ訪問」，「降
誕」などの場面はベツレヘム教会などを飾っていた浮彫彫刻であったと指
摘する（マール上８９）。
その後オリエントのキリスト教芸術はヘレニズム型とシリア型に二分さ
れ，１２世紀のフランスでは写本により伝播されて，ヘレニズム型とシリア
型が併存したとしている（マール上９６）。例えば，受胎告知において，ヘ
レニズム型ではマリアは座っており，シリア型では立ってお告げを聞いて
いる（マール上９３）。
しかし「降誕」の図について，オリエントで完成した構図を完全に模倣
しようとした試みは，フランスではヴェズレーの南扉口の浮彫だけだとエ
ミール・マールは断言する（マール上１０３）。彫刻家はビザンティンの写
本挿絵の洞窟を再現しようとし，狭い半円の中に，幼子，横たわる聖母，
産婆，聖ヨセフらを詰め込み，上には天使がいて，羊飼いが近づいている
姿が描かれているが，模写が凝縮されすぎているのでほとんど意味がつか
めなくなっていると述べる（マール上１０３―１０４）。図の上部では，イエス
を抱いたマリアが中央で座し左右に献上品を捧げる３博士と従者が描かれ
ている。下部では確かに場面が詰め込まれていて，左手には天使ガブリエ
ルによるマリアへの受胎告知がなされ，マリアは立ち，「受胎告知」の絵
画的表現の必須のアトリビュートである聖書は持っていない。その右手に
訪問が描かれていて，告知を受けた後マリアが，従妹で先に天使からヨハ
ネの受胎を告知されたエリザベツをユダヤの町まで訪ねる「訪問」の場面
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がある。右手の女性がマリアで，城壁の中の家を背にした左手の女性がエ
リザベツで家の中から家族が見ている（ルカ１：２６―４５）。この右側の図は
込み合っていて確かに分かりにくい。半円の囲みの中に出産を終えて横た
わるマリアと心配そうに見守るヨセフがいて，その横に産着にくるまれた
イエスとそれを見守る一人の女がいる。産湯につける女はしばしばマリア
の母アンナと見なされるが，光背（ニンブス）がないので産婆かもしれな
い。ヨセフにもニンブスはないが，誕生の場面でヨセフはしばしば遠くに
いたり，ないがしろにされるが，このように誕生したイエスではなく妻マ
リアを気遣うヨセフは筆者の知る限りこの図だけである。彼らの上では天
使から救い主の誕生を知らされる羊飼いが描かれている（マタイ２：８―
２０）。
また北扉口にはイエスの復活と昇天が描かれている（図５）。下部左で
は，埋葬後エマオという村に向かう二人の使徒が途中で復活したイエスに
会うがイエスと認識できないという場面である。中央は夕食の時彼らが初
めてイエスを認める場面で，右はそれを報告するためにすぐにエルサレム
に向かう場面が描かれている。上部ではベタニヤで１１名の使徒がイエスの
昇天を見守るところである（ルカ２４：１３―５３）。イエスの復活と昇天の物語
がコンパクトにまとめられた浮彫である。
このようにサント・マドレーヌ教会の三つのタンパンは，右に誕生の物
語，左に復活と昇天の物語を配し，中央では荘厳のイエスが使徒たちに聖
霊を与え，諸国の民を包み込んだ神の国のヴィジョンを提示している。
ところでエミール・マールの研究は中世キリスト教美術の成立過程をと
くにフランス中心に行うもので，キリスト教とのかかわりはテーマとなら
ない。したがってイエスの誕生に関する図像の研究では，「マギ（３博士）
の礼拝」，「受胎告知」，「エリザベツ訪問」，「降誕」などの場面の由来と変
化が対象となる。この場面で気になるのは「エリザベツ訪問」であるが，
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その問題を考える前に，新約聖書におけるマリアの受胎告知からイエスの
誕生までをまとめてみよう。いうまでもなく，新約聖書はイエスの言動な
どを記述したマタイ，マルコ，ルカ，ヨハネによる４つの福音書と，イエ
スの復活後の昇天の後の使徒たちの伝道などを語る「使徒行伝」に，パウ
ロとペトロを中心とした使徒たちによる各地の信徒たちにあてた手紙に，
旧約からの黙示文学の総まとめともいうべき「ヨハネの黙示録」を加えた
２７文書から成り立っている。
これも新約聖書の常識になるが，４つの福音書のうちマタイ，ルカの福
音書は主としてマルコの福音書のもととなった原マルコの資料を使って作
成されており，マルコ，マタイ，ルカの３福音書は共観福音書と呼ばれ共
通点が多いが，ヨハネは別の資料を使っていて他の３福音書とは区別され
る。ヨハネは共観福音書とは異なるイエスの言葉と行為を示すことが多い
が，イエスの十字架上の死と復活は細部の相違を除けば共通する主題であ
る。共観福音書のマルコとヨハネに共通しているのは，イエスの誕生（マ
リアの受胎告知も含む）とその後の出来事に触れることなしに，洗礼者ヨ
ハネのことを始めに述べていることである。マルコでは，救い主イエスの
先導役として荒れ野に洗礼者ヨハネが現れて伝道し，イエスに洗礼を授け
たことが記されている。ヨハネでは，「初めに言（ことば）があった。言
葉は神と共にあった」（１：１）という有名な序に続き，洗礼者ヨハネが
洗礼を始め，自ら救い主の先導役であることを宣言している。
これに対してマタイとルカはイエスの誕生に関わる出来事から始めてい
る７。マタイは始めに１章でアブラハムを始祖とする系図をダヴィデを中
心にすえてヨセフまで示してから，天使のお告げがマリアではなく婚約者
ヨセフにあり，イエスと名付けるように命じられたことを述べる。２章で
占星術の博士の聖母子の礼拝とヘロデの幼児虐殺の出来事を語ってから，
ヨセフがマリアと幼子イエスを連れてエジプトに避難したことを伝え，３
章でヨハネが荒野で天の国の到来の教えを述べ始めたことを語る。ルカで
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は，１章で不妊の女だったエリザベツ８に子が授かることが夫ザカリアに
伝えられ，それから天使ガブリエルがヨセフの許婚のマリアの前に現れ，
神の恵みを得て男の子を産むことになるがイエスと名付けるように告げ，
マリアは驚いてエリザベツのところに行き祝福されることが語られる。そ
の後洗礼者ヨハネの誕生があり，２章でイエスがベツレヘムで生まれたこ
とや羊飼いが天使から救世主が誕生したと告げられベツレヘムに急行する
物語が続く。
このように４福音書ではイエスの誕生にまつわる物語は２つの福音書し
か触れておらず，しかも両者を合わせなくては「降誕」の物語が完成しな
いのである。聖書学的に言えば，新約における降誕の物語の比重は大きく
ないが，キリスト教の教義や信徒の信仰においては重要な意味を持つ。聖
書と中世の教会と民衆の信仰とのずれはキリスト教美術を研究するときに
意識せざるを得ないが，そのような中で洗礼者ヨハネの問題はキリスト教
成立の根源に関わるように思われる。
さてマリアの「エリザベツ訪問」は「受胎告知」とほとんどセットで古
くから描かれてきた。マリアはエリザベツに祝福されてその後３カ月も滞
在したとルカ伝にはあるが（１：５６），聖書的にもキリスト教的にも個人
としてのエリザベツの重要性はほとんどなく，彼女の図像表現はマリアの
エリザベツ訪問にしか出てこない９。推測するに，４福音書は始めにヨハ
ネの荒野の伝道と洗礼を扱っていて，イエスの伝道の先導役を務めたこと
を伝えていることは洗礼者ヨハネという人物の重要性を反映しているので
はあるまいか。そして，エリザベツが特別視されたのは彼女が洗礼者ヨハ
ネを産み，ヨハネがやがて当時のユダヤ教を揺るがす新しい宗教的活動の
創始者となったからだと思われる。本論では，新約聖書学の主流であるイ
エスは人間であったという立場をとるが，聖書学者は当時はイエスが洗礼
を受けたとき洗礼者ヨハネの名声は高く，イエスはむしろその弟子であっ
たと解釈し，たとえば佐藤研はヨハネから洗礼を受けたことはイエスが彼
ヴェズレー，サント・マドレーヌ教会と中世ロマネスク美術（並木） 67
の弟子になったことを意味するので，イエス神格化の過程にあったことと
重なり，イエスがヨハネのもとに来たことを合理化しようとしたり１０，洗
礼からヨハネの名前を削除したり１１，イエスが洗礼を受けた事実に言及し
なくなった１２と述べる（佐藤４０）。
ヴェズレーのナルテックス中央のタンパンを下から支える中央の柱には，
中央柱像としてはフランスで最も古い大きな洗礼者ヨハネの立像があり
（図２６），ナルテックスの柱頭彫刻の中にも洗礼者ヨハネの物語を描いた浮
彫があり，この教会にも洗礼者ヨハネ信仰の影響が及んだかもしれないこ
とを想像させる。柱頭や浮彫彫刻ではエリザベツ訪問が描かれるが，絵画
的にはレオナルド・ダ・ヴィンチやラファエロなどが幼いイエスと洗礼者
ヨハネを対にして描いている。ヴェズレーのサント・マドレーヌ教会では
図２６
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ナルテックスに２か所，身廊部で１つ計３か所の洗礼者ヨハネの柱頭彫刻
があり，修道士アントニオスの物語の５か所に次いで多いテーマとなって
いる。しかし両者の物語には大きな隔たりがある。聖アントニオスは３世
紀のエジプトに生まれ，砂漠の修業を通じて修道院の開祖とあがめられる
修道士／聖人であるが１３，ナルテックスの柱頭彫刻に修道士パウロと食事
を分け合う図があり，身廊部では柱頭彫刻にナルテックスと同じ図がある
ほか，悪魔の試練を受ける図，悪魔に拷問を受ける地獄に落ちた人間の魂
の苦しみの幻影を見る図，そして修道士パウロの埋葬をする図があり多様
である。
一方，洗礼者ヨハネの図の絵は若干の相違があるものの，すべてヘロデ
王による斬首の物語である。ナルテックスの柱頭彫刻を見ると，左面では
ヨハネが髪の毛を掴まれて首を切られようとする図がある（図２７）。これ
はヘロデ王が兄弟の妻ヘロデヤを劫奪したことを批判して投獄されたこと
を指している（マタイ１４：３―１１）。右面にはヘロデヤの娘が王に踊りの褒
図２７
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美としてヨハネの首を望み斬首されたことに基づき，首が盆にのせられる
図が描かれている（図２９）。中央の面には（図２８）投獄中のヨハネが弟子
にイエスのところに行って，救世主かどうか聞くように遣わしたことに基
図２８
図２９
70 専修人文論集１０２号
づき（マタイ１１：２―６），イエスが自らヨハネの弟子に答える図が描かれ
ている。このほかナルテックスには，現在は植物の葉の彫刻に取り換えら
れているがヘロデ王がヘロデヤを問いただして，ヨハネの処刑を命じる図
と，身廊部に同じようにへロデ王とヘロデヤの対話と側面の護衛兵が斬首
されたヨハネの首を丸い容器に入れる図がある。洗礼者ヨハネは中央柱に
上のイエス・キリストに匹敵するような大きさの立像で刻まれているにも
かかわらず，残酷な首の場面ばかり強調されるようになっている。
これらの彫刻は作風からしても中央の扉口のヨハネ像の作者と異なる可
能性が高いが，また柱頭彫刻制作の年代が異なるために扉口のタンパンを
含めた建築当時の制作の意図から離れてしまった可能性もある。教会の歴
史を顧みると，急増する巡礼者を受け入れるために１１０４年に聖女マグダラ
のマリアに捧げられた新教会が完成するが，１１２０年７月２２日の未明に大火
災が発生し，聖女の大祭のために集まった１１２７名の巡礼者の命が失われた
のである。しかしすぐに教会の再建が始まり１１３２年に新教会が完成し，そ
の時にナルテックスのタンパンが制作されたのである。そしてすでに述べ
たように１１４６年の復活祭の時に聖ベルナールが第２次十字軍遠征を提唱す
図３０
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る演説を行い，１１９０年にはフランス王フィリップ２世（在位１１８０―１２２３年）
とイギリスのリチャード１世（在位１１８９―１１９９年）が待ち合わせて第３次
十字軍に出発している（池田２２―２３）。そのためかここの柱頭彫刻にはま
るで城塞の彫刻であるかのように，騎士や兵士が敵を倒したり，首を切り
取る図が多いのである。今回は紙面の都合で詳しく論じることはできない
が，先ほど触れた図２７の洗礼者ヨハネの首へ剣が振り下ろされている例だ
けでなく，図３０の旧約の若者のダヴィデが敵のペリシテ人の勇者ゴリアテ
を倒す場面ではゴリアテは中世の兵士の鎧を着ていて，中世の戦いそのも
のである（サムエル記上１７：３８―５１）。こうした戦いの図は十字軍遠征に関
わった教会の歴史と関係が深いともいえる。
もう一つの特徴としてタンパン以外にイエス・キリストの事績に関わる
絵図はほとんどないことである。たとえば，ベタニヤのマリアの兄弟のラ
ザロを蘇らせた奇跡や最後の晩餐の席などが見当たらず，その代わりに聖
ベルナールが死んだ少年を甦らせ（図３１１４），修道士アントニオスと隠者
パウロが食事を共にしている。つまり，本来キリストがすべきことをこの
図３１
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教会では，聖人，使徒，修道士が行っているのだといえる。もちろん他の
教会でも使徒ペトロが死者を甦らせる例などはあるが，これほど多数の修
道士たちがイエス・キリストの代わりに登場するのはまれである。
最後にこの教会を捧げたサント・マドレーヌ／聖マグダラのマリアの表
象について論じておきたい。マグダラのマリアの聖遺物は身廊の地下のク
リプトにあったせいもあってか，現在の教会に残された彼女に関する彫刻
はただ１つナルテックスにあるだけである。それはプロヴァンスの女王の
図３２
図３３
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前に突然現れたという南フランスの民間伝承のエピソードで１５，彼女の後
ろには天使が控えているとはいえ，劇的な演出はなく教えられなければ見
過ごしてしまいそうである（図３２）。ちなみに近隣にあるオータンのサン
・ラザール聖堂の柱頭には，香油壺というマグダラのマリアのアトリビュ
ートを持ったマグダラのマリアが身をかがめて足に塗油しようと申し出て，
イエスが驚きながら両手を上げて受け入れる姿が描かれていて（図３３），
こちらの方がマグダラのマリアのテーマにふさわしいのである。
マグダラのマリアがプロヴァンスに登場したことは，もとは不信心者た
ちによって弟ラザロ，姉マルタらと共に船頭も舵もない船に放り込まれ，
主の導きでマルセーユに漂着したという『黄金伝説』（３７６）の物語に由来
する伝承だったのであろうが，聖遺骨がプロヴァンスのサン・マキシマン
で発見されたことを受けて，ヴェズレーからプロヴァンスにマグダラのマ
リアが移ったことを図像で表現することになったのではないだろうか。い
ずれにせよ，１６世紀と１９世紀に破壊され，当初の設計図もないままに修復
された教会に本来の姿を求めることは難しい。しかし残された中世人の痕
跡からかつての栄華を想像することは，失われた過去を探究するロマンを
掻き立てるものである。ヴェズレーのサント・マドレーヌ教会のタンパン
や柱頭彫刻は，ロマネスク美術がいかに歴史的な変遷を経て成立し，破壊
され，再興され，再評価されるようになったか，について我々に教えてく
れる貴重な遺産である。柱頭彫刻については，いずれ機会を見て論じてみ
たい。
（本研究は平成２３年度専修大学研究助成金を使って研究したものである。）
注
１ 以後聖書の引用は iPhoneアプリ「対訳聖書」の口語訳聖書（１９５４年）による。
２ なお，池田は R.B.C. ed., Monumenta Vizeliacensia（１９７６）及び Francis Salet, La
Madeleine de Vezelay（１９４８）の資料と記述によっているが，中世の大司教ウォラギ
ネの聖人伝『黄金伝説』（Legenda aurea , c.1267）では，７６９年に修道院を建設したジ
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ラール公爵が修道士をプロヴァンスのエクスに破壊された修道院からマグダラのマリ
アの遺骨を持ち帰ったことになっている（Voragine I 381）。
３ 中西麻澄はタンパンに「聖霊降臨」図が選択されたのは図像系統が異なるエスパリ
オン教会を除き，ヴェズレーが唯一の例だと指摘する（中西６８）。
４ プリニウス（Plinius，英 Plyny，２３―７９）は，ギリシア人メガステネス（Megasthenes ?―
前４世紀末）の『インド誌』（Indica）から，山岳地方に犬の頭を持った人々がいて，
全身獣の毛でおおわれ，言葉を話す代わりに吠え，爪を使って狩りをすると伝えてい
る（Plyny７８）。イシドルス（San Isidoro de Sevilla，英 Isidore, c．５６０―６３６）の『語源
学』（Etymologiae，英 Etymologies）では Book XI “The human being and portents” の
中に巨人族（the Giants）や一つ目族（the Cyclopes）と共に犬頭族（the Cynocephali）
がいると紹介され、犬頭族はインドにいるとする（Isidore２４４―４５）。
５ プリニウスではメガステネスの説により、蛇のように鼻腔の位置に穴しかないスキ
リタイ族（Sciritai）を紹介している（Plyny７９）。
６ イシドルスは、スキタイ人（Scythians）のパノティア族（Panotians）は体を覆う
ほど巨大な耳を持つと言い，またインドには１２フィートの巨人や１キュービット（約
５０センチ）のピグミー族がいると言われていると伝える（Isidore２４５）。
７ これはマタイとルカの福音書の作者があとからイエスの誕生の物語を付け加えた可
能性を示唆するが，今回はそれを扱わない。
８ 英語名は Elizabeth で，新共同訳聖書の表記では「エリザベト」となっている。
９ ウォラギネの『黄金伝説』では聖人として扱われていないが，カトリック，東方正
教会，東方諸教会，聖公会，ルーテル教会などで崇敬されている。
１０ 受洗に来たイエスに洗礼者ヨハネは，自分こそ彼から洗礼を受けるべきだと最初は
拒むが，イエスは正しいことが成就されなければならないといって洗礼を受けさせて
もらう（マタイ３：１４―１５）。
１１ ルカ伝では「民衆がみなバプテスマを受けたとき，イエスもバプテスマを受けて祈っ
ていると…」となっていてヨハネから洗礼を受けたことが消えている（ルカ３：２１）。
１２ ヨハネ伝ではイエスが洗礼者ヨハネの方に近づくとき，ヨハネが彼は霊で洗礼を授
ける人と述べるが洗礼は彼に施さない（ヨハネ２９―３３）。
１３ K. S. フランクはアントニオス（羅 Antonius，英 Antony）の名声は，その死後（３５６
年）にアレクサンドリアの主教だったアタナシウスが書いた『アントニオス伝』に多
くを負っていることを指摘している（フランク３４）。
１４ 正面の図では死んだ息子の前で男は悲しんでいて，聖ベルナールが右手を上げて蘇
生させ，右側では生き返った息子を連れて男は帰宅している。
１５ ウォラギネ『黄金伝説』の「聖マグラダのマリア」ではプロヴァンスの知事の妻の
夢に現れて妻と知事をキリスト教に帰依させたことが書かれている（Voragine ３７７―
８０）。
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